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熊本県天草市御所浦町に分布する上部白亜系姫浦層群から発見されたイクチ
オデクテス目魚類Amakusaichthys goshouraensisアマクサゴショウラムカ
シウオ（新称）
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An ichthyodectiform fish, Amakusaichthys goshouraensis (new 
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2012年3月に，天草市御所浦町前島（図1）の架橋工
事現場において姫浦層群樋の島層（上部白亜系サントニ
アン階）のシルト岩から魚類化石が発見され（図2），御
所浦白亜紀資料館で発掘調査を行った．周辺の黒色泥岩
からは化石が多産し，アンモナイト類の報告がある（前
田, 1997）．
その後，御所浦白亜紀資料館，北九州市立自然史・歴史

博物館，リオジャネイロ州立大学との共同で研究を進めた
結果，これまで知られているイクチオデクテス目と大きく
異なり，吻部が長い，口が小さい，歯が小さいといった
特徴などが認められ，昨年Amakusaichthys goshouraensis
（図3, 4）という学名が与えられ，新属新種として発表 
された（Yabumoto et al., 2018）．なお，ここで本種の標
準和名として「アマクサゴショウラムカシウオ」を提唱
する．
イクチオデクテス目はジュラ紀から白亜紀末にかけて

繁栄した魚類で世界各地から報告されているが，本種はメ
キシコや中東から発見されているHeckelichthys属にもっ
とも近縁と考えられており，海生のイクチオデクテス目
魚類としてはアジアで初めての報告となる．また，複数
の個体が1箇所から折り重なるように産出し，本種が群
れを成していた可能性を示している．
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図1．Amakusaichthys goshouraensisアマクサゴショウラムカシウオ 
（新称）が発見された御所浦町前島．様々な化石や地質現象が
観察できることから天草ジオパークのジオサイトに指定されて 
いる．
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図4．Amakusaichthys goshouraensisアマクサゴショウラムカシウオ（新称）の復元図（制作は山本匠氏，監修は籔本美孝）．A，左側面図； 
B，化石の産状から群れを成したイメージ．

図2．発見時のAmakusaichthys goshouraensis
アマクサゴショウラムカシウオ（新称）の
産状．工事により出現した露頭中に胴体部
や尾鰭部などが確認できた．

図3．御所浦白亜紀資料館におけるAmakusaichthys goshouraensisアマクサゴショウラムカ
シウオ（新称）の展示．部分化石や反転した化石の写真を組み合わせて全体がイメージ
できるようにしている．頭部がholotype（GCM-VP453），胴体後半部がparatype（GCM-
VP454），尾鰭部がparatype（GCM-VP455）．GCMはGoshoura Cretaceous Museumの 
略号．


